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ビタミンD（25OHビタミンD）
カルシウムの吸収を促進し、骨の成長を助けるビタミン。
免疫機能の調整、細胞の分化にも関与しているといわれています。
ビタミンD充足群は妊娠率、着床率を上がり、流産率が下がるという報告や、妊娠糖尿病、
妊娠高血圧腎症になりにくくなるとの報告もあります。

亜鉛
味覚の維持、肌や髪の健康を保つだけでなく、ホルモンの合成や分泌の調整やDNAの合成、
免疫機能調整の作用があり、亜鉛不足になると、かぜをひきやすくなったり、
ホルモンの作用が弱まり排卵しにくくなったり、高温期が短くなるなどの影響があるとされています。

銅
亜鉛と銅は吸収経路が同じのため競合しており、銅が過剰になると亜鉛が欠乏し、
亜鉛が過剰になると銅が不足します。
銅が過剰になり子宮内膜に付着することで着床率が下がるといわれています。
とはいえ、亜鉛ばかり取りすぎで銅が不足すれば貧血や骨粗鬆症、動脈硬化になるため、
銅が過剰にならない程度の亜鉛をほどよく摂取するバランスが大切です。



フェリチン
血液中の鉄分を貯蔵するたんぱくで体内の鉄の貯蔵量をあらわします。
ヘモグロビンが正常でもフェリチンが低下している場合はかくれ貧血といわれています。
鉄が不足すると、コラーゲンの生成がうまくいかず肌が荒れたり爪がわれたり、
うつ症状などメンタルにも影響することもあり、美容にも精神面でも重要なミネラルです。

総ホモシステイン
メチオニンの代謝副産物として生成されるアミノ酸。
メチオニンの代謝にビタミンB６、B12、葉酸が関わることから総ホモシステインが高い場合、
葉酸を含むビタミンB群が不足していると考えられます。
総ホモシステインが高いと動脈硬化がすすみ心筋梗塞、脳梗塞血栓症のリスクが高くなると考えられます。
ビタミンB群は、PMS、つわり、更年期の精神症状を和らげることも知られており、
生涯を通して積極的にとりたいビタミンです。

抗精子抗体
精子を異物とみなし精子の動きを止めてしまう抗体ができてしまうことがあります。
抗体陽性の場合、人工授精以上の治療が必要と考えられます。
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